








1.目的 

色素性乾皮症(xeroderma pigmentosum;XP)は,常染色体性劣性遺伝形式によって発症する

ヒト遺伝病で,患者は日光露出部の皮膚に色素沈着や萎縮をきたし,皮膚癌が高発する。患

者の皮膚線維芽細胞(XP 細胞)は,紫外線(ultraviolet-light;UV)に高感受性を示し,UV 照

射によって生じた DNA 障害の除去修復能に異常をもつことが知られている。さらに XP には

A～I 群と variant の合計 10 の遺伝的相補性群の存在することも知られている。われわれ

は XP 細胞が欠損している遺伝子のクローニングを目的として,正常マウスゲノム DNA を

CaP04法でXP細胞に遺伝子移入し,UV抵抗性を示しDNA修復能を回復するXP細胞を選択し

た。 


